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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成20年10月16日(2008.10.16)

【公表番号】特表2008-513342(P2008-513342A)
【公表日】平成20年5月1日(2008.5.1)
【年通号数】公開・登録公報2008-017
【出願番号】特願2007-532647(P2007-532647)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ  27/12     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/36     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/30     (2006.01)
   Ｇ１０Ｋ  11/16     (2006.01)
   Ｇ１０Ｋ  11/162    (2006.01)
   Ｂ６０Ｊ   1/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｊ   7/04     (2006.01)
   Ｅ０６Ｂ   5/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ  27/12    　　　Ｚ
   Ｂ３２Ｂ  27/36    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  27/30    １０２　
   Ｇ１０Ｋ  11/16    　　　Ｄ
   Ｇ１０Ｋ  11/16    　　　Ａ
   Ｂ６０Ｊ   1/00    　　　Ｈ
   Ｂ６０Ｊ   7/04    　　　　
   Ｅ０６Ｂ   5/20    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月22日(2008.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマー層１とポリマー層２の間に置かれているポリエステルポリマー層を含む消音性
積層体であって、ポリマー層１がポリビニルブチラール層であり、ポリマー層２がイオノ
プラスト樹脂（イオノマー）層、ポリウレタン層、エチレンビニルアセテートコポリマー
層、およびエチレン酸コポリマー層からなる群から選択されたポリマー層である消音性積
層体。
【請求項２】
　ポリマー層２が、イオノプラスト樹脂（イオノマー）層で、ポリエステルポリマー層が
イオノプラスト樹脂（イオノマー）層に接触する、ポリアリルアミン系プライマーでコー
ティングされた表面を含む、請求項１記載の消音性積層体。
【請求項３】
　ポリビニルブチラール層が、ポリビニルブチラール１部当り可塑剤を約４０ｐｐｈ～約
５０ｐｐｈ含有する消音性ポリビニルブチラール層である請求項１又は２記載の消音性積
層体。
【請求項４】
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　消音性ポリビニルブチラール層が、トリエチレングリコールジ（２－エチルヘキサノエ
ート）、テトラエチレングリコールジ－ヘプタノエート、トリエチレングリコールジ（２
－エチルブチレート）、およびジ－ヘキシルアジペートからなる群から選ばれる可塑剤を
、ポリビニルブチラール１部当り約４４ｐｐｈ～約４７ｐｐｈ含有する請求項３記載の消
音性積層体。
【請求項５】
　ポリマー層１とポリマー層２の間に置かれているポリエステルポリマー層を含む消音性
積層体であって、ポリマー層１が、可塑剤の含有量がポリビニルブチラール１部当り１５
ｐｐｈ未満である剛性ポリビニルブチラール層であり、ポリマー層２がポリビニルブチラ
ール１部当り可塑剤を約４０ｐｐｈ～約５０ｐｐｈ含有する消音性ポリビニルブチラール
層である消音性積層体。
【請求項６】
　消音性ポリビニルブチラール層が、ポリビニルブチラール１部当り可塑剤を約４４ｐｐ
ｈ～約４７ｐｐｈ含有し、剛性ポリビニルブチラール層及び消音性ポリビニルブチラール
層の両方に含まれる可塑剤が、トリエチレングリコールジ（２－エチルヘキサノエート）
、テトラエチレングリコールジ－ヘプタノエート、トリエチレングリコールジ（２－エチ
ルブチレート）、およびジ－ヘキシルアジペートからなる群から選ばれる可塑剤である請
求項５記載の消音性積層体。
【請求項７】
　剛性ポリビニルブチラール層及び消音性ポリビニルブチラール層の両方に含まれる可塑
剤が、テトラエチレングリコールジ－ヘプタノエートである請求項５記載の消音性積層体
。
【請求項８】
　ポリマー層１とポリマー層２の間に置かれているポリエステルポリマー層を含む消音性
積層体であって、ポリマー層１がイオノプラスト樹脂（イオノマー）層であり、ポリマー
層２がポリウレタン層、エチレンビニルアセテートコポリマー層、およびエチレン酸コポ
リマー層からなる群から選択されたポリマー層である消音性積層体。
【請求項９】
　ポリマー層１とポリマー層２の少なくとも１つの外側に接着したガラス層を有する請求
項１～８のいずれか１項記載の消音性積層体。
【請求項１０】
　ポリマー層１の外側に接着したガラス層とポリマー層２の外側に接着した第２のガラス
層をさらに含み、５０～１０，０００Ｈｚの範囲において２０℃で測定された損失係数が
少なくとも約０．０８０である請求項１～９のいずれか１項記載の消音性積層体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
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　次に、本発明の好ましい態様を示す。
1.　複合ポリマー中間層内に少なくとも３つのポリマー層を含む消音性積層体物品であっ
て、複合中間層の少なくとも１つの層が、ＰＥＴ層と異なる少なくとも２つのポリマー層
の間に配置されたポリエステル（ＰＥＴ）ポリマーであり、該異なるポリマーが、ポリビ
ニルブチラール（ＰＶＢ）、イオノプラスト樹脂（イオノマー）、ポリウレタン（ＰＵ）
、エチレンビニルアセテートコポリマー（ＥＶＡ）、ポリ塩化ビニル、ポリカーボネート
、ポリアセタール、エチレン酸ターポリマー（酸コポリマー）などのエチレン酸コポリマ
ー、およびポリエチレンおよびポリプロピレンなどのポリオレフィンからなる群から選択
されたポリマーである、消音性積層体物品。
2.　前記異なるポリマーが、ＰＶＢ、ＰＵ、イオノマー、および酸コポリマーからなる群
のポリマーから選択される、上記１に記載の積層体。
3.　前記異なるポリマーの少なくとも１つがＰＶＢである、上記２に記載の積層体。
4.　前記層の少なくとも１つが遮音性ＰＶＢである、上記３に記載の積層体。
5.　前記異なるポリマーの少なくとも１つがイオノマーである、上記４に記載の積層体。
6.　前記複合中間層の前記異なるポリマー層が、遮音性ＰＶＢおよびイオノマーから選択
される、上記５に記載の積層体。
7.　少なくとも約１０ポンド／インチ2の接着強さを有する、上記６に記載の積層体。
8.　火炎処理されていない、上記７に記載の積層体。
9.　前記ＰＥＴ層がその表面の少なくとも１つの上に前記異なるポリマー表面の少なくと
も１つと接触しているアリルアミンコーティングを含む、上記８に記載の積層体。
10.　複合ポリマー中間層内の少なくとも３つのポリマー層を含む消音性積層体物品であ
って、（１）複合中間層の少なくとも１つの層が、ＰＥＴ層と異なる少なくとも２つのポ
リマー層の間に配置されたポリエステル（ＰＥＴ）ポリマーであり、（２）前記ＰＥＴ層
がその表面の少なくとも１つの上に前記異なるポリマー表面の少なくとも１つと接触して
いるアリルアミンコーティングを含み、（３）前記複合中間層の前記異なるポリマー層が
、遮音性ＰＶＢおよび／またはイオノマーのどちらかであり、（４）積層体の、５０～１
０，０００Ｈｚの範囲において２０℃で測定された損失係数が少なくとも約０．０８０で
ある、消音性積層体物品。
11.　上記１に記載の積層体を含む物品。
12.　自動車である、上記１１に記載の物品。
13.　前記積層体がウインドシールド、サイドウィンドウ（ｓｉｄｅ－ｌｉｔｅ）、ムー
ンルーフ、またはサンルーフである、上記１２に記載の物品。
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14.　建築物である、上記１１に記載の物品。
15.　前記積層体が窓、ドア、床、天井、階段、壁、パーティション、または他の構造用
建築部材である、上記１４に記載の物品。
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